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	背景
	この遺伝子は、受容体型タンパク質チロシンホスファターゼと配列相同性を持つタンパク質をコードしています。しかしながら、このタンパク質のチロシンホスファターゼ活性は実験的に検証されていません。ラットの相同遺伝子を用いた研究では、コードされているタンパク質はホスファチジルイノシトール3-リン酸およびホスファチジルイノシトール4,5-二リン酸を脱リン酸化できるホスファチジルイノシトールホスファターゼとして機能する可能性があり、この機能はインスリン分泌の調節に関与している可能性が示唆されています。このタンパク質は、インスリン依存性糖尿病における自己抗原として同定されています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2015年2月],触媒活性：タンパク質チロシンリン酸 + H(2)O = タンパク質チロシン + リン酸。,疾患：インスリン依存性糖尿病（IDDM）における自己抗原。,ドメイン：細胞質ドメインには自己抗原エピトープが含まれていると考えられる。,機能：神経系および膵内分泌細胞の発達に関与する。,PTM：連続する塩基残基において、複数のタンパク質分解切断を受けると考えられる。,類似性：タンパク質チロシンホスファターゼファミリーに属する。受容体クラス8サブファミリー。,類似性：1つのチロシンタンパク質ホスファターゼドメインを含む。,組織特異性：脳と膵臓に最も多く存在する。気管、前立腺、胃、脊髄にはより低い濃度で存在する。,
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	PTPRN2抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

